
第
一
章

論

考

編

一
節

舟
知
家
と
吉
野
山

吉

川

聡

調
査
の
概
要

舟
知
家
は
、
本
宅
が
吉
野
山
の
銅
の
鳥
居
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
旧
家
で
あ
る
。
現
在
は
主
に
奈
良
市

に
居
住
し
、
吉
野
の
葛
餅
を
製
造
・
販
売
す
る｢
よ
し
の
や｣

を
経
営
し
て
い
る
。

舟
知
家
が
古
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
七
年(

一
九
七
二)

刊
行
の
『
吉
野
町
史
』
に
一
部
史
料
の
紹
介
が
あ
る

(
)

。
ま
た
昭
和
五
十
八
年(

一
九
八
三)

刊
行
の
『
吉

1

野
山
修
験
道
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』
に
文
書
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(
)

。
そ
の
目
録
掲
載
分
の
古

2

文
書
は
、
平
成
二
十
九
年(

二
〇
一
七)

の
時
点
で
は
奈
良
市
の
舟
知
家
で
保
存
し
て
い
た
。
し
か
し
そ

れ
以
外
に
も
吉
野
山
の
本
宅
に
古
文
書
が
あ
り
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
の
連
絡
を
舟
知
節
子

氏
よ
り
正
暦
寺
住
職
夫
人
の
大
原
眞
弓
氏
を
通
じ
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

客
員
研
究
員
の
綾
村
宏

に
頂
い
た
。
そ
こ
で
奈
良
文
化
財
研
究
所

歴
史
研
究
室
長
の
吉
川
聡
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
、
吉
川
が
舟
知
節
子
氏
の
案
内
で
吉
野
山
の
舟
知
家
に
赴
き
調

査
を
し
た
。
古
文
書
等
の
書
類
は
舟
知
家
の
屋
根
裏
部
屋
に
置
か
れ
て
い
た
。
特
に
整
理
さ
れ
て
お

ら
ず
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
後
に
至
る
様
々
な
時
代
の
書
類
・
器
物
が
混
在
し
て
様
々
な
形
の
箱
の
二

〇
箱
以
上
に
、
雑
然
と
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
八
月
三
十
日
、
吉
川
と
天
理
大
学
の
黒
岩
康
博

が
再
訪
し
て
、
近
代
の
個
人
情
報
に
関
す
る
も
の
や
書
籍
な
ど
は
除
い
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に

借
用
し
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
奈
良
市
の
舟
知
家
に
あ
る
既
報
告
の
古
文
書
は
木
箱
一
箱

に
収
納
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
当
研
究
所
に
後
日
借
用
し
た
。
そ
れ
ら
を
当
研
究
所
で
さ
ら
に
整

理
を
し
た
結
果
、
下
記
の
よ
う
な
箱
に
分
類
し
た
。

近
世
文
書

第
一
函

木
箱

(

『
吉
野
山
修
験
道
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』
所
載
文
書)

第
二
函

木
箱

第
三
函

竹
つ
づ
ら

第
四
函

中
性
紙
箱

(

吉
野
山
舟
知
家
の
各
箱
中
よ
り
抜
き
出
し
た
史
料)

第
五
函

中
性
紙
箱

(

同
右)

近
代
文
書

第
六
函

中
性
紙
箱

(

同
右)

第
七
函

中
性
紙
箱

(

同
右)

第
八
函

木
箱

(

第
一
括
～
第
五
括
は
同
右
、
他
は
元
来
箱
に
あ
っ
た
史
料)

第
一
函
～
第
三
函
は
、
元
来
文
書
が
入
っ
て
い
た
文
書
箱
で
あ
る
。
第
一
函
は
『
吉
野
山
修
験
道

関
係
資
料
調
査
報
告
書
』
で
報
告
済
み
の
文
書
が
入
っ
て
い
る
箱
で
、
細
長
い
黒
塗
り
の
木
箱
で
あ

る
。
第
二
函
・
第
三
函
は
、
近
世
文
書
を
ま
と
め
て
収
め
て
あ
っ
た
箱
で
あ
る
。
第
二
函
は
細
長
い

白
木
の
木
箱
、
第
三
函
は
細
長
い
竹
つ
づ
ら
の
容
器
で
あ
る
。
第
二
函
・
第
三
函
に
入
っ
て
い
た
古

文
書
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
土
地
の
売
券
・
借
金
証
文
等
だ
っ
た
。

第
四
函
～
第
七
函
は
、
諸
々
の
箱
に
分
散
し
て
入
っ
て
い
た
近
世
・
近
代
文
書
を
取
り
出
し
て
中

性
紙
箱
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
元
来
一
括
さ
れ
て
い
た
も
の
は｢

○
括｣

と
し
て
元
来
の

ま
と
ま
り
を
残
し
た
。
ま
た
、
基
本
的
に
は
明
治
初
年
ま
で
の
古
文
書
は
第
四
函
～
第
五
函
に
納
め
、

明
治
一
〇
年
代
頃
以
降
の
古
文
書
は
第
六
函
以
降
に
納
め
た
。
た
だ
し
一
括
関
係
や
内
容
も
勘
案
し

て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
截
然
と
分
け
た
訳
で
は
な
い
。
特
に
、
第
三
函
の
後
半
に
は
近
代
文
書
が

多
く
入
っ
て
い
る
。
ま
た
第
八
箱
は
木
箱
で
、
元
来
は
近
代
戦
前
期
の
吉
野
村
政
・
町
政
関
係
資
料

が
入
っ
て
い
る
が
、
容
量
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
一
部
、
中
性
紙
封
筒
に
入
れ
て
他
箱
か
ら
取
り
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出
し
た
近
代
文
書
を
納
め
た
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
を
『
舟
知
家
文
書
』
と
し
て
報
告
す
る

(
)

。
た
だ
し

3

先
述
の
よ
う
に
、
借
用
・
調
査
し
て
い
な
い
近
代
文
書
も
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
『
舟
知
家
文
書
』
に
つ
い
て
、
ラ
ベ
ル
貼
付
・
調
査
・
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
調
査

は
、
第
一
函
～
第
五
函
の
近
世
文
書
は
調
書
カ
ー
ド
に
鉛
筆
で
記
入
す
る
形
と
し
、
第
六
函
以
降
と

第
三
函
後
半
の
近
代
文
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
直
接
入
力
す
る
形
と
し
た
。
そ
の
内
容
を
元
に
目
録
を

作
成
し
た
の
で
、
第
一
函
～
第
五
函
の
近
世
文
書
と
、
第
六
函
以
降
・
第
三
函
後
半
の
近
代
文
書
と

で
は
、
目
録
の
体
裁
に
違
い
が
あ
り
、
前
者
の
方
が
精
細
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
函

～
第
八
函
は
内
容
が
雑
多
な
た
め
、
一
点
ご
と
の
調
査
・
ラ
ベ
ル
貼
付
を
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
を
翻
刻
し
、
ま
た
考
察
を
加
え
た
。
本
書
に

は
考
察
を
第
一
章
論
考
編
に
、
史
料
翻
刻
を
第
二
章
史
料
編
に
、
目
録
を
第
三
章
目
録
編
に
掲
載
し

た
。あ

わ
せ
て
、舟
知
家
の
民
家
建
築
の
調
査
を
当
研
究
所

建
造
物
研
究
室
の
島
田
敏
男
が
実
施
し
た
。

吉
野
山
の
舟
知
家
を
二
度
目
に
訪
問
し
た
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日
に
島
田
が
建
造
物
調
査
を
お

こ
な
い
、
そ
の
後
も
島
田
は
舟
知
家
と
吉
野
山
の
民
家
調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
『
奈
文
研
論
叢
』

第
一
号(

奈
良
文
化
財
研
究
所
編
、
二
〇
二
〇
年)

に
公
表
し
た
。
本
書
に
は
そ
の
文
章
を
第
一
章
八
節
に

再
録
し
た
。

な
お
、『
舟
知
家
文
書
』
に
つ
い
て
は
当
研
究
所
の
調
査
と
は
別
に
、
植
物
学
者
の
川
端
一
弘
氏
も

調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
川
端
氏
は
当
研
究
所
の
初
回
調
査
で
あ
る
平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
調

査
に
同
行
し
、
そ
の
後
も
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
、
近
代
の
芳
雲
社
関
係
史
料
な
ど
を
翻
刻
し
て
私

家
版
で
公
表
し
て
い
る

(
)

。
4

舟
知
家
と
舟
知
家
文
書

舟
知
家
の
立
地

舟
知
家
は
吉
野
山
の
旧
家
で
あ
り
、
近
代
に
は
吉
野
山
近
辺
の
土
地
を
多
く
所

有
し
て
い
た
と
い
う
。
明
治
十
九
年
生
ま
れ
の
舟
知
市
二
氏
は
、
昭
和
七
年
～
昭
和
十
一
年
、
昭
和

二
十
二
年
～
昭
和
二
十
六
年
に
吉
野
町
長
を
務
め
、
ま
た
吉
野
町
に
お
け
る
種
々
の
要
職
に
任
じ
ら

れ
る
な
ど
、
吉
野
町
の
名
望
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

(
)

。
舟
知
節
子
氏
・
母
の
任
子
氏
の
談
に
よ
る

ひ
で
こ

5

と
、
戦
前
は
、
山
林
経
営
を
手
広
く
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
五
月
の
戸
開
け
式
の
頃
に
は
、
岡
山

県
の
山
上
講
の
団
体
を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
と
伝
承
し
て
い
る
。

今
回
の
建
造
物
調
査
に
よ
り
、
舟
知
家
の
建
築
は
典
型
的
な
吉
野
建
の
民
家
で
あ
り
、
明
治
五
年(

一

八
七
二)

の
建
築
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
同
地
に
あ
っ
た
が
火
災
で
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
確
と
な
っ
た(

第
一
章
八
節
参
照) (

)

。
古
文
書
か
ら
は
、
江
戸
時
代
に
舟
知
家
の
嫡
流
は
市
郎
右

6

衛
門
を
名
乗
り
、
吉
野
山
の
現
在
地
付
近
で
あ
る
野
際
下
町
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
最
古
の
事
例
は
、
元
禄
九
年(

一
六
九
六)

の
売
券
に｢

下
町

市
郎
右
衛
門｣

と
見
え
る
も
の
で
あ
る

(

史
料

(

第
一
函

号)
)

、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
末
か
ら
後
は
、
舟
知
家
は
現
在
地
付
近
に
居
住
し

16

1

て
い
た
は
ず
だ
。
た
だ
し
、
系
図
・
家
譜
の
類
は
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、
市
郎
右
衛
門
以
外
の

舟
知
家
の
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
場
等
よ
く
分
か
ら
な
い
点
は
あ
る
。

江
戸
時
代
の
舟
知
家

今
回
の
古
文
書
調
査
に
よ
り
、
舟
知
家
は
江
戸
時
代
に
、
金
峯
山
寺
の
院

僧
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た(

第
一
章
二
節
参
照)

。
明
和
六
年(

一
七
六
九)

三
月

の
舟
知
市
郎
右
衛
門
願
書
写
で
は
、
舟
知
家
は
先
祖
代
々
院
僧
の
家
柄
だ
と
述
べ
、
彼
の
五
代
以
前

の
長
右
衛
門
が
明
暦
三
年(

一
六
五
五)

に
金
峯
山
寺
に
尽
く
し
た
以
降
の
事
績
を
述
べ
て
い
る(

史
料

・

(

第
五
函
二
括

号
・

号)
)

。
院
僧
は｢

僧｣

と
は
あ
る
が
俗
人
で
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
金

29

30

18

19

峯
山
寺
の
寺
僧
方
に
仕
え
る
町
人
だ
っ
た
。
こ
の
明
和
六
年
の
時
点
で
舟
知
市
郎
右
衛
門
は
町
役
人

・
宿
老
で
あ
り
、
一
八
世
紀
中
期
に
は
吉
野
山
の
町
人
の
中
で
重
要
な
地
位
に
い
た
の
だ
ろ
う
。

院
僧
の
地
位
は
、
舟
知
家
の
経
済
活
動
に
も
役
立
っ
て
い
た
。
『
舟
知
家
文
書
』
を
通
覧
す
る
と
舟

知
家
は｢

寺
僧
領
役
人｣

と
あ
り
、
寺
僧
領
の
管
理
に
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
寺
僧
領
収
納
所
と
の
間

で
金
銭
や
山
林
を
や
り
取
り
し
て
い
た(

史
料

(

第
三
函

号)

・
第
二
函

号
・
第
五
函
三
括

号

(
)

な

34

12

56

19
7

ど)

。
寺
僧
方
に
仕
え
る
院
僧
と
し
て
の
立
場
を
生
か
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
文
政
二
年
正
月

の
文
書
に｢
知
足
院
様
御
役
人
舟
知
市
郎
右
衛
門｣

と
見
え
る(

史
料

(

第
五
函
二
括

号)
)

な
ど
、
知

33

38

足
院
と
関
係
が
深
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た

(
)

。
知
足
院
は
寺
僧
方
な
の
で
、
こ
れ
も
院
僧
で
あ
る
こ
と

8

と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
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『
舟
知
家
文
書
』
に
は
、
土
地
な
ど
の
売
券
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
土
地
は
山
林
や
畑
が
多

く
、
平
地
の
少
な
い
吉
野
山
の
特
長
が
現
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
は
舟
知
家
が
杉
檜
の
苗
を
買
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き(

第
三
函

号
～

号)

、
山
林
経
営
も
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
知
識
場

218

225

の
売
買
も
見
え
る
。
知
識
場
と
は
金
峯
山
寺
の
花
供
懺
法
の
費
用
捻
出
の
た
め
の
勧
化
に
ま
わ
る
地

域
の
こ
と
で
あ
る
。
知
識
場
に
は
院
僧
持
ち
の
分
が
あ
り
、
文
政
六
年
時
点
で
は
葛
下
郡
加
守
村
・

畑
村
・
馬
場
村
・
穴
蒸
村
・
関
屋
村
・
逢
坂
村
・
今
市
村
・
上
槙
村
・
下
槙
村
・
左
味
田
村
・
山
之

坊
村
・
新
村
・
門
前
村
・
薬
村
が
そ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と(

史
料

(

第
二
函

号)
)

、
院
僧
仲
間

18

43

の
間
で
そ
の
支
配
権
を
売
買
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
す
る(

史
料

(

第
二
函

号)
)

。

19

44

明
治
維
新
期
に
は
舟
知
家
は
大
阪
の
山
上
講
と
金
峯
山
寺
と
の
連
絡
役
も
務
め
て
い
る(

第
一
章
五

節)

。
大
阪
の
山
上
講
は
、
廃
仏
毀
釈
の
中
で
蔵
王
権
現
・
役
行
者
信
仰
の
存
続
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
そ
こ
に
舟
知
家
が
関
わ
っ
た
理
由
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
述
べ
た｢

知

足
院
様
御
役
人
舟
知
市
郎
右
衛
門｣

と
あ
る
文
政
二
年
正
月
の
文
書(

史
料

)

は
、
大
坂
の
山
上
講
の

33

知
識
場
を
め
ぐ
っ
て
、
大
坂
の
町
人
が
知
足
院
の
舟
知
市
郎
右
衛
門
に
充
て
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
舟
知
家
は
大
坂
の
山
上
講
と
接
点
を
持
っ
て
い
た
。

以
上
、
舟
知
家
は
江
戸
時
代
に
は
吉
野
山
に
居
住
し
、
院
僧
と
し
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
町
人

だ
っ
た
。
寺
僧
方
と
深
い
関
係
を
持
ち
、
山
上
講
な
ど
と
も
接
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
立
場
を
生
か
し

て
経
済
力
を
つ
け
、
山
林
な
ど
を
集
積
し
て
い
た
。
明
治
維
新
期
に
は
金
峯
山
寺
と
大
阪
の
山
上
講

と
の
連
絡
役
も
担
っ
て
吉
野
山
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
。
金
峯
山
寺
は
廃
仏
毀
釈
で
大
打
撃
を
受

け
る
が
、
舟
知
家
は
近
代
に
も
信
望
を
集
め
て
町
長
を
勤
め
た
り
、
太
平
洋
戦
争
中
に
国
宝
疎
開
を

ひ
そ
か
に
受
け
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
金
峯
山
寺
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
経
済
力
を
つ
け
た
舟
知
家

は
、
近
代
に
さ
ら
に
家
業
を
発
展
さ
せ
た
と
言
え
よ
う

(
)

。
9

金
峯
山
寺
・
吉
野
山
関
係
史
料

一
方
で
『
舟
知
家
文
書
』
に
は
、
舟
知
家
に
直
接
関
わ
ら
な
い

金
峯
山
寺
関
係
史
料
も
多
く
現
存
す
る
。
例
え
ば
第
四
函

号
～

号
は
金
峯
山
寺
の
年
中
行
事
記

1

5

な
ど
で
あ
り
、

号
～

号
は
他
所
所
蔵
の
同
文
の
史
料
が
す
で
に
翻
刻
・
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ

1

4

れ
ら
が
舟
知
家
に
遺
存
し
た
理
由
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
つ
に
は
舟
知
家
の
院
僧
と

し
て
の
立
場
や
子
院
と
の
関
係
に
よ
っ
て
入
手
し
た
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
一
つ
に
は
、
古

沢
龍
敬
の
手
元
か
ら
舟
知
家
に
入
っ
て
い
る
文
書
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

古
沢
龍
敬
は
明
治
維
新
時
の
竹
林
院
主
で
あ
り
、
神
仏
分
離
令
に
対
応
し
て
、
明
治
政
府
と
の
折

衝
に
奔
走
し
た
人
物
で
あ
る
。
金
峯
山
寺
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
明
治
初
年
に
還
俗
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
が
、
そ
の
後
も
こ
の
『
舟
知
家
文
書
』
か
ら
、
吉
野
山
の
復
興
に
尽
力
し
て
い
る
様
子
が
よ
り

明
確
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
古
沢
龍
敬
の
手
元
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
明
治
時
代
の
芳
雲
社
関

係
史
料
や
、
さ
ら
に
は
江
戸
時
代
～
明
治
維
新
期
の
竹
林
院
関
係
史
料
が
、
舟
知
家
に
残
っ
て
い
る
。

一
般
的
な
金
峯
山
寺
関
係
史
料
も
、
満
堂
方
の
立
場
か
ら
記
し
た
も
の
が
見
え
、
そ
れ
ら
は
満
堂
方

だ
っ
た
竹
林
院
・
古
沢
龍
敬
を
介
し
て
舟
知
家
に
残
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

古
沢
龍
敬
の
文
書
が
舟
知
家
に
残
っ
た
の
は
、
両
者
が
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
舟
知

市
十
郎
の
三
男
の
清
三
郎
は
、
明
治
二
十
七
年
に
古
沢
龍
敬
の
養
子
と
な
り
、
古
沢
家
に
婿
入
り
し

て
い
る

(
)

。
そ
の
古
沢
清
三
郎
の
手
元
に
あ
っ
た
は
ず
の
文
書
が
『
舟
知
家
文
書
』
に
散
見
し
、
彼
が

10

勤
め
て
い
た
吉
野
神
宮
で
の
明
治
二
十
九
年
の
勤
務
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
日
誌
も
残
っ
て
い
る(

第

四
函

号)

。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
古
沢
龍
敬
が
所
持
し
た
史
料
が
舟
知
家
に
伝
来
し
て
い
る

99

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
金
峯
山
寺
・
吉
野
山
の
歴
史
全
般
を
語
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。

舟
知
家
文
書
の
意
義

こ
の
よ
う
に
『
舟
知
家
文
書
』
に
は
、
舟
知
家
に
直
接
関
係
す
る
史
料
と
、
金
峯
山
寺
・
吉
野
山

全
般
に
関
係
す
る
史
料
と
が
存
在
す
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
金
峯
山
寺
・
吉
野
山
の
歴
史
を
考
え

る
上
で
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
金
峯
山
寺
・
吉
野
山
の
歴
史
と
、
本
書
の
第
一
章

論
考
編
・
第
二
章
史
料
編
で
取
り
上
げ
た
要
点
を
略
述
し
て
お
く
。

吉
野
山
と
金
峯
山
寺

吉
野
山
は
金
峯
山
寺
の
門
前
町
と
言
え
る
。
金
峯
山
寺
は
元
来
は
山
上
ヶ

岳
山
頂
の
山
上
蔵
王
堂
を
中
心
と
し
た
寺
院
だ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
平
安
時
代
に
吉
野
山
に
山
下

蔵
王
堂
が
成
立
す
る
と
、
組
織
は
山
下
蔵
王
堂
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た

(
)

。
11
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江
戸
時
代
に
は
金
峯
山
寺
は
、
江
戸
の
上
野
の
寛
永
寺
に
い
る
輪
王
寺
宮
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

金
峯
山
寺
の
長
を
学
頭
と
い
う
が
、
学
頭
は
延
暦
寺
僧
で
、
金
峯
山
寺
に
は
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
。

金
峯
山
寺
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
は
学
頭
代
で
あ
り
、
学
頭
代
に
は
寺
僧
の
最
長
老
が
就
任
し
た
。

そ
の
下
の
僧
侶
集
団
は
、
中
世
の
学
侶
の
系
譜
を
引
き
天
台
宗
に
属
す
る
寺
僧
方
と
、
堂
衆
の
系
譜

を
引
き
真
言
宗
で
あ
る
満
堂
方
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
寺
僧
方
と
満
堂
方
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
は

双
方
の
権
限
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
。
そ
こ
で
寛
文
十
一
年(

一
六
七
一)

十
二
月
に
江
戸
幕
府
の

裁
定
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
が
定
ま
っ
た
。

ま
た
吉
野
山
に
は
複
数
の
神
社
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
ら
は
金
峯
山
寺
の
管
轄
下
に
あ

り
、
社
僧
、
神
主
・
禰
宜
が
所
属
し
た
。
ま
た
吉
野
山
に
は
、
金
峯
山
寺
に
仕
え
る
俗
人
身
分
も
あ

っ
た
。
俗
人
身
分
に
は
地
下
衆
・
院
僧
な
ど
が
お
り
、
地
下
衆
は
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
て
い
た
南
朝

方
の
子
孫
と
い
う
由
緒
を
称
し
て
い
た
。

一
方
で
平
安
時
代
以
来
、
修
験
道
が
盛
ん
と
な
り
、
吉
野
・
山
上
ヶ
岳
と
熊
野
本
宮
を
結
ぶ
奥
駈

道
を
踏
破
す
る
大
峰
奥
駈
が
、
修
験
道
の
修
行
と
し
て
確
立
す
る
。
近
世
に
は
山
伏
集
団
の
本
山
派

・
当
山
派
が
吉
野
山
か
ら
大
峰
奥
駈
を
実
施
し
て
い
た
が
、
本
山
派
は
聖
護
院
、
当
山
派
は
三
宝
院

を
ト
ッ
プ
と
す
る
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
金
峯
山
寺
と
は
異
な
る
組
織
だ
っ
た
。

そ
し
て
吉
野
山
の
山
下
蔵
王
堂
の
周
囲
に
は
町
家
が
立
ち
並
ん
で
町
人
が
居
住
し
、
金
峯
山
寺
の

門
前
町
を
形
成
し
て
い
た
。
彼
ら
の
多
く
は
金
峯
山
寺
や
山
伏
と
の
関
係
の
中
で
生
計
を
立
て
て
い

た
。
一
方
で
山
上
蔵
王
堂
に
は
吉
野
山
よ
り
も
、
山
上
ヶ
岳
山
麓
の
洞
川
村
の
方
が
近
く
、
参
詣
道

の
整
備
等
に
は
洞
川
村
の
協
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
～
近
世
に
山
岳
信
仰
が
発

展
し
た
こ
と
に
伴
い
、
吉
野
山
に
関
係
し
て
は
、
金
峯
山
寺
・
大
峰
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
組
織
が
発

達
し
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

そ
の
後
の
明
治
維
新
期
に
は
、
慶
応
四
年(

明
治
元
年
、
一
八
六
八
年)

に
神
仏
分
離
令
が
発
令
さ
れ
、

金
峯
山
寺
は
金
峰
神
社
の
一
部
に
な
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
。
金
峯
山
寺
は
粘
り
強
く
反
対
す
る
が
、

明
治
七
年
～
明
治
十
九
年
の
間
は
、
神
社
で
あ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
子
院
の
多

く
は
廃
絶
し
、
僧
侶
は
還
俗
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
五
年
に
修
験
道
廃
止
令
が
発
令
さ
れ
、

修
験
道
も
大
打
撃
を
受
け
る
。
そ
の
中
で
金
峯
山
寺
関
係
の
史
料
・
文
化
財
の
多
く
が
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
舟
知
家
に
現
在
残
っ
た
江
戸
時
代
の
史
料
は
貴
重
で
あ
り
、
前
近
代
の
金
峯

山
寺
・
吉
野
山
の
状
態
を
知
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
初
年
の
変
革
か
ら
吉
野
山
・
金

峯
山
寺
が
ど
の
よ
う
に
復
興
し
た
の
か
も
、
よ
り
深
め
る
べ
き
論
点
で
あ
る
。
こ
の
点
、
『
舟
知
家
文

書
』
に
は
、
復
興
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
等
が
多
く
残
っ
て
お
り
重
要
で
あ
る
。
詳
細
は
本

書
の
各
論
を
ご
覧
頂
き
た
い
が
、
要
点
の
み
簡
潔
に
触
れ
て
お
く
。

金
峯
山
寺
・
門
跡
入
峰
関
係
史
料

金
峯
山
寺
関
係
史
料
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
集
成
し
た
史
料

集
が
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
『
修
験
道
章
疏
』
第
一
～
三
巻

(
)

、
『
吉
野

12

山
修
験
道
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』(

前
掲)

、
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書

修
験
道
史
料
集
Ⅱ
西
日

18

本
篇
』

(
)

、『
金
峯
山
寺
史
料
集
成
』

(
)

等
で
あ
る
。
今
回
の
『
舟
知
家
文
書
』
に
は
、
江
戸
時
代
の
金
峯

13

14

山
寺
の
運
営
に
関
す
る
史
料
が
多
く
存
在
し
た
。
右
の
史
料
集
な
ど
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
未
紹
介
の
も
の
も
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
一
部
史
料
を
翻
刻
し
て
第
二
章
一
節｢

金
峯

山
寺
関
係｣

に
掲
載
し
た
。
本
山
方
・
当
山
方
の
両
者
が
双
方
の
役
割
を
確
認
し
な
が
ら
寺
院
運
営
を

し
て
い
た
様
子
な
ど
が
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
に
は
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
ま
れ
、
例
え
ば
第
四
函

号
・

号
・

号
な
ど
に
よ
れ
ば
、
豊
臣
家
が
滅
亡
し
た
大
坂
の
陣
の
際
、
吉
野
奥
郷
か
ら
数
百

5

7

51

人
が
大
坂
籠
城
の
た
め
発
向
し
、
金
峯
山
寺
で
も
寺
僧
方
か
ら
同
調
者
が
出
た
が
、
満
堂
方
・
地
下

衆
が
追
い
返
し
た
な
ど
と
あ
る
。

ま
た
、
修
験
道
の
本
山
派
・
当
山
派
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
聖
護
院
・
三
宝
院
は
皇
族
・
摂
関
家
が
門

跡
と
な
る
門
跡
寺
院
で
あ
る
。
彼
ら
聖
護
院
・
三
宝
院
門
跡
が
大
峰
奥
駈
を
お
こ
な
う
際
に
は
、
全

国
の
山
伏
が
駆
け
つ
け
、
ま
た
近
郷
近
在
の
村
民
が
動
員
さ
れ
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
よ
っ

て
そ
の
際
の
記
録
か
ら
は
、
当
時
の
修
験
道
や
金
峯
山
を
め
ぐ
る
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
既
知
の
史

料
の
多
く
は
す
で
に
『
大
峯
葛
城
嶺
入
峯
日
記
集
』
に
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

(
)

、『
舟
知
家
文
書
』

15

に
は
、従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
入
峰
関
係
史
料
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
第
二
章
二
節｢

門

跡
入
峰｣

に
紹
介
し
た
。
既
知
の
史
料
で
は
三
宝
院
門
跡
の
入
峰
記
録
は
比
較
的
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
『
舟
知
家
文
書
』
中
に
は
聖
護
院
関
係
の
入
峰
記
録
も
多
く
見
ら
れ
、
貴
重
で
あ
る
。
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ま
た
山
下
蔵
王
堂
か
ら
山
上
蔵
王
堂
に
至
る
山
道
は
、
恒
常
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
担
っ
て
い
た
の
が
吉
野
山
・
洞
川
村
の
人
々
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
両
者
間
の
権
利
と
義
務
は

相
論
に
も
な
っ
た
。
そ
の
経
過
か
ら
は
、
山
岳
信
仰
と
山
村
の
関
係
が
見
え
る
。
従
来
も
注
目
さ
れ

て
い
た
事
例
だ
が
、
『
舟
知
家
文
書
』
の
新
出
史
料
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
翻
刻
し
、
考
察
を
加
え

た(

第
一
章
三
節
・
第
二
章
三
節)

。
な
お
、
山
上
蔵
王
堂
か
ら
熊
野
本
宮
に
至
る
奥
駈
道
に
お
い
て
も
、

奥
駈
道
の
左
右
四
町
は
聖
護
院
・
三
宝
院
門
跡
の
支
配
と
さ
れ
た
。
周
辺
の
山
村
に
と
っ
て
は
用
益

に
制
限
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
相
論
の
も
と
と
な
っ
た(

第
二
章
一
節
の
史
料

・

な
ど
参
照(

第
四
函

1

5

5

号
・
第
四
函

号)
)

。
史
料

(

第
四
函

号)
で
は
江
戸
時
代
に
奥
駈
道
の
そ
ば
ま
で
近
在
の
村
民
が
山

101

1

5

焼
き
を
し
て
い
る
と
あ
り
、
史
料

(

第
四
函

号)

で
は
近
代
に
、
奥
駈
道
の
所
有
権
に
つ
い
て
近
在

6

101

の
村
々
が
訴
訟
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
従
来
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
『
舟
知
家
文
書
』
に
は
詳
細

な
経
緯
が
記
述
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

院
僧

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
舟
知
家
は
江
戸
時
代
に
は
金
峯
山
寺
の
院
僧
と
い
う
身
分
に
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
院
僧
は
地
下
衆
と
同
様
、
俗
人
で
町
家
に
住
む
存
在
で
あ
る
。
地
下

衆
は
南
朝
以
来
の
由
緒
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
院

僧
は
今
ま
で
史
料
・
論
考
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
今
回
の
『
舟
知
家
文
書
』
は
院
僧
の
実
態
を

あ
る
程
度
う
か
が
い
得
る
史
料
群
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
一
章
二
節
で
考
察
し
、
主
要

史
料
を
第
二
章
四
節｢

院
僧
・
地
下｣

に
掲
載
し
た
。
院
僧
は
寺
僧
方
に
仕
え
る
存
在
だ
っ
た
。
天
明

八
年(

一
七
八
八)

時
点
で
は
、
六
箇
院
組
・
山
下
組
・
野
際
組
の
三
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
〇

名
弱
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
た(

史
料

・

(

第
五
函
二
括

号
・

号)
)

。
舟
知
家
は
野
際
組
に
属
し

31

32

23

24

て
い
た
。
そ
の
実
態
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
吉
野
山
の
門
前
町
を
構
成
す
る
一
つ
の
重
要
な
集
団
だ

っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

神
仏
分
離
に
よ
る
衰
退
と
復
興

金
峯
山
寺
は
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
大
打
撃
を
こ
う

む
っ
た
。
そ
の
最
初
期
の
慶
応
四
年(

明
治
元
年
、
一
八
七
七
年)

の
日
記
が
あ
り
、
金
峯
山
寺
に
お
け

る
対
応
が
従
来
よ
り
も
明
確
と
な
っ
た
の
で
、
論
考
・
史
料
を
そ
れ
ぞ
れ
第
一
章
四
節
・
第
二
章
五

節｢

明
治
維
新
前
後｣

に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
金
峯
山
寺
を
神
社
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
危
機
の
時
に
は
、
山
上
蔵
王
堂
の
役
行
者
像
を
運

び
出
し
て
近
辺
に
行
者
堂
を
作
っ
て
安
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る(

第
二
章
五
節)

。
そ
の
際
、

大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、
大
阪
・
堺
の
山
上
講
だ
っ
た
。
最
近
の
調
査
に
よ
り
、
彼
ら
が
山

下
蔵
王
堂
の
本
尊
を
ロ
ク
ロ
を
用
い
て
厨
子
か
ら
後
ろ
廊
下
へ
移
動
さ
せ
た
こ
と
や
、
安
禅
寺
本
堂

の
蔵
王
権
現
像
を
解
体
し
て
大
阪
に
隠
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た

(
)

。
今
回
、
当
研
究
所
で

16

は
、
大
阪
の
山
上
講
関
係
文
書
で
あ
る
青
木
種
太
郎
家
文
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
。
こ
れ
は
以
前
に

宮
家
準
氏
に
よ
っ
て
一
部
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
近
年
、
奈
良
市
在
住
の
山
本
潤
氏
の
所
蔵
に

帰
し
た
。
山
本
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
文
書
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
舟
知
家
の
記
載
を
確
認

し
た
の
で
、
関
係
箇
所
を
参
考
史
料
と
し
て
翻
刻
・
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た(

第
二
章
七
節)

。
ま
た

そ
れ
ら
か
ら
判
明
し
た
こ
と
を
論
考
と
し
て
第
一
章
五
節
に
掲
載
し
た
。

こ
の
よ
う
な
神
仏
分
離
の
打
撃
に
よ
り
、
吉
野
山
で
は
遊
覧
客
が
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
明

治
十
三
年
に
古
沢
龍
敬
ら
が
芳
雲
社
を
立
ち
上
げ
て
桜
の
保
護
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
様
相
が
今
回

の
『
舟
知
家
文
書
』
に
よ
っ
て
従
来
よ
り
明
確
に
分
か
る
の
で
、
論
考
を
第
一
章
六
節
に
、
史
料
を

第
二
章
七
節
に
掲
載
し
た
。
古
沢
龍
敬
は
明
治
七
年
ま
で
金
峯
山
寺
の
廃
止
阻
止
の
た
め
に
奔
走
し

て
い
た
人
物
で
あ
り
、
彼
が
そ
の
数
年
後
に
は
、
吉
野
山
の
風
致
保
全
の
た
め
に
桜
の
保
護
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

舟
知
家
へ
の
仏
像
疎
開

舟
知
家
に
は
阿
修
羅
等
の
、
著
名
な
興
福
寺
の
仏
像
が
疎
開
し
て
い
た

と
い
う
。
土
蔵
に
収
蔵
し
て
お
り
、
舟
知
市
二
氏
の
孫
の
市
太
郎
氏
は
、
土
蔵
中
央
の
階
段
の
前
に

阿
修
羅
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
く
ち
ば
し
の
あ
る
迦
楼
羅
が
特
に
怖
か
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い

る

(
)

。
そ
の
土
蔵
は
現
地
に
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
舟
知
家
に
は
疎
開
関
係
の
文
書
は
残
っ
て
お
ら

17ず
、
舟
知
家
の
当
事
者
が
国
宝
疎
開
の
事
実
を
伏
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

(
)

、
詳
細
は
明
確
で
な
い
。

18

そ
こ
で
今
回
、
関
係
機
関
が
所
蔵
す
る
文
書
を
調
査
し
た
。
調
査
成
果
の
詳
細
は
、
論
考
は
第
一
章

七
節
を
、
史
料
は
第
二
章
九
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
概
略
を
述
べ
る
と
、
舟
知
家
に
は
確
か
に
国
宝

を
疎
開
さ
せ
て
い
る
。
搬
入
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
七
月
三
日
で
、
興
福
寺
所
蔵
だ
が
奈
良
帝
室
博

物
館
に
寄
託
し
て
あ
っ
た
国
宝
を
運
ん
で
い
る
。
搬
出
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
六
日
～
九
日
で
、
舟

― 5 ―
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知
家
か
ら
興
福
寺
に
返
還
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
旨
を
明
記
し
た
公
文
書
や
疎
開
国
宝
リ
ス
ト
な

ど
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
各
種
史
料
を
勘
案
す
る
と
、
舟
知
家
に
疎
開
し
た
の
は
下
記
の

国
宝
だ
ろ
う
と
い
う
一
応
の
想
定
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
八
部
衆
の
う
ち
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
畢
婆

迦
羅
の
三
躯
、
十
大
弟
子
の
う
ち
二
躯
、
天
燈
鬼
・
龍
燈
鬼
立
像
二
躯
、
金
剛
力
士
立
像
二
躯
、
北

円
堂
四
天
王
の
増
長
天
・
広
目
天
の
二
躯
、
無
著
菩
薩
像
一
躯
、
釈
迦
如
来
坐
像
一
躯
、
広
目
天
立

像
一
躯
、
地
蔵
菩
薩
立
像
一
躯
の
一
五
躯
に
、
板
彫
十
二
神
将
立
像
一
二
枚
の
う
ち
八
枚
の
、
合
計

二
三
点
で
あ
る
。
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
を
舟
知
家
の
土
蔵
で
見
た
と
い
う
市
太
郎
氏
の
記
憶
は
正
し
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
日
本
を
代
表
し
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
著
名
な
仏
像
群
で
あ
る
。
奈
良
時
代
仏
像
に

八
部
衆
・
十
大
弟
子
、
平
安
時
代
仏
像
に
板
彫
十
二
神
将
立
像
な
ど
、
鎌
倉
時
代
の
慶
派
の
仏
像
に

天
燈
鬼
・
竜
燈
鬼
や
金
剛
力
士
立
像
・
無
著
菩
薩
立
像
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
収
蔵
先
は
普
通
の
民
家

の
土
蔵
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
れ
ら
を
搬
入
し
、
し
か
も
正
確
な
記
録
も
残
っ
て
い
な
い
点
に
、
当
時

の
切
迫
し
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
興
福
寺
所
蔵｢

興
福
寺
日
誌｣
に
よ
る
と
、
舟
知
家
へ
の
疎
開
の

話
が
出
た
の
は
昭
和
二
十
年
六
月
四
日
で
、
そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
す
〈
参
考

ー

〉
。

15

27

一
、
大
滝
技
師
並
ニ
博
物
館
亀
田
氏
入
来
、
博
物
館
ニ
ア
ル
十
大
弟
子
・
八
部
衆
等
十
五
体
返

還
ス
ル
ニ
付
、
疎
開
ヲ
強
要
セ
ラ
ル
、
疎
開
地
ハ
吉
野
ニ
テ
適
当
ナ
ル
倉
庫
有
之
由
、

奈
良
県
・
博
物
館
か
ら
疎
開
を｢

強
要｣

さ
れ
た
と
い
う
。
舟
知
家
に
疎
開
し
た
の
は
興
福
寺
か
ら

奈
良
帝
室
博
物
館
に
寄
託
し
て
い
た
国
宝
だ
が
、
博
物
館
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
責
任
が
持
て
な
い

と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
費
用
も
国
か
ら
は
出
せ
な
い
の
で
、
博
物
館
か
ら
興
福
寺
に
返
還

し
、
興
福
寺
が
費
用
を
出
し
て
疎
開
さ
せ
る
形
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
舟
知
家
が
選
ば
れ
た
の

は
、
奈
良
県
が
当
時
、
金
峯
山
寺
の
楼
門
修
理
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
に
舟
知
家
と
面
識
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
吉
野
山
に
お
け
る
太
平
洋
戦
争
の
一
コ
マ
で
あ
る

(
)

。
19

小
結

舟
知
家
は
、
金
峯
山
寺
や
そ
の
子
院
と
公
私
に
わ
た
っ
て
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
舟

知
家
文
書
』
に
は
、
金
峯
山
寺
・
吉
野
山
全
般
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
舟
知
家
は

寺
院
と
の
関
係
を
生
か
し
て
生
計
を
立
て
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
吉
野
山
の
町
家
一
般

に
あ
て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
。
近
年
は
前
近
代
の
大
寺
院
の
研
究
が
進
み
、
各
寺
院
の
寺
内
組
織
は
明

確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
大
寺
院
は
僧
侶
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
社
会

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
金
峯
山
寺
と
門
前
町
の
吉
野
山
の
関
係
な
ど
を
検
討
す
べ
き
手

掛
か
り
が
、
こ
の
『
舟
知
家
文
書
』
に
は
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

た
だ
し
今
回
の
『
舟
知
家
文
書
』
の
調
査
は
、
早
期
の
刊
行
を
目
指
し
た
た
め
に
必
ず
し
も
充
分

な
検
討
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
目
録
の
記
載
内
容
の
不
備
・
重
要
史
料
の
見
逃
し
・
翻
刻
ミ
ス

な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ま
ず
は
史
料
を
公
表
し
て
研
究
者
が
使
え
る
状
態
に
す
る
こ

と
が
第
一
と
考
え
、
急
ぎ
本
書
を
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
書
を
基
に
し
て
、
今
後
さ
ら
に
研
究

が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註

(
)

『
吉
野
町
史
』
上(

吉
野
町
史
編
集
委
員
会
、
一
九
七
二
年)

、
近
世
史
料
、
一
〇
六
一
～
一
〇
六
三
頁

1

に｢

吉
野
山

舟
知
タ
ツ
家
文
書｣

と
し
て
二
通
の
文
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
吉
野
町
史
』
下(

同

上)

一
八
五
頁
に
「
舟
知
家
所
蔵
」
と
し
て
一
冊
の
横
帳
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
)

『
―
昭
和
五
十
七
年
度
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る
―
吉
野
山
修
験
道
関
係
資
料
調
査
報
告

2

書
』
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
三
年
。

(
)

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
た
め
、
既
報
告
の
文
書
す
べ
て
を
今
回
把
握
で
き
た
訳
で
は
な
い
。

3

(
)

川
端
一
弘
『
芳
雲
社
資
料
翻
刻
集
』(

私
家
版
、
二
〇
二
三
年)

・
川
端
一
弘
『
舟
知
家
文
書｢

芳
雲
社｣

』

4

(

私
家
版)

。

(
)

『
現
代
人
物
誌
』
東
亜
出
版
協
会
、
一
九
五
三
年
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
、
『
吉
野
町
史
』
上(

前
掲)

5

通
史
五
、
六
四
八
～
六
四
九
頁
。

(
)

第
五
函
一
括

号
は
明
治
三
年
十
二
月
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
帳
面
だ
が
、｢

古
帳
面
之
儀
者
去
月
類

6

11

焼
ニ

附
無
御
座
候｣

と
あ
る
。
ま
た
第
二
函

号
に
明
治
三
年
の｢

火
難
見
舞
目
録｣

が
あ
る
。
こ
れ
ら
か

113

ら
、
火
災
が
あ
っ
た
の
は
明
治
三
年
十
一
月
か
と
思
わ
れ
る
。

(
)

第
五
函
三
括

号
文
書
は｢

船
知
市
良
右
衛
門｣

の
下
に
円
黒
印
が
あ
る
の
で
、
一
見
す
る
と
彼
は
差
出

7

19

側
の
寺
僧
領
収
納
所
の
人
間
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
考
え
る
と
充
所
が
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し

文
中
に
は｢

其
元｣
に
譲
り
渡
す
と
あ
り
、
充
所
が
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。｢

船
知
市
良
右
衛
門｣

は
充
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所
で
あ
り
、
差
出
側
に
も
近
い
人
物
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
)

第
五
函
四
括

号
～

号
な
ど
で
は
、
舟
知
雄
兵
衛
・
市
郎
右
衛
門
が
知
足
院
納
所
と
金
銭
・
書
状
の

8

5

27

や
り
と
り
を
頻
繁
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

(
)

第
五
函
一
括

号
は
明
治
三
年
十
一
月
か
ら
始
ま
る
大
福
帳
で
、
寺
僧
領
の
年
貢
収
納
関
係
の
帳
面
だ

9

11

っ
た
。
旧
裏
表
紙
に
は｢

藤
井
喜
右
衛
門
・
藤
井
重
左
衛
門
・
舟
知
市
郎
右
衛
門
・
年
預
役

舟
知
左
兵
衛｣

と
あ
り
、
院
僧
だ
っ
た
彼
ら
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
記
載
は
江
戸
時
代
の
制
度
が
消
滅

し
た
後
も
続
く
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
一
年
ま
で
記
し
た
後
に
旧
裏
表
紙
が
あ
り
、
さ
ら
に
旧
裏
表
紙
の

後
に
も
紙
を
継
ぎ
足
し
て
、
明
治
二
十
五
年
ま
で
帳
面
を
書
き
継
い
で
い
る
。
江
戸
時
代
の
制
度
が
生
き

て
い
る
時
期
か
ら
明
治
の
中
頃
ま
で
継
続
し
て
帳
面
を
使
用
し
て
い
る
。
舟
知
家
の
経
済
活
動
は
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
)

舟
知
任
子
氏
・
節
子
氏
よ
り
の
ご
教
示
に
よ
る
。

10

(
)

金
峯
山
寺
に
関
す
る
概
説
は
『
吉
野
町
史
』(

前
掲)

・
『
吉
野
山
修
験
道
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』(

前

11

掲)

・
宮
家
準
『
修
験
道
組
織
の
研
究
』(

春
秋
社
、
一
九
九
九
年)

・
首
藤
善
樹
『
金
峯
山
寺
史
』(

国
書

刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年)

等
を
参
照
。

(
)

『
日
本
大
蔵
経
』
第
一
七
・
三
七
・
三
八
巻(

日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
、
一
九
一
六
～
一
九
一
九
年)

、

12

復
刻
版
は
国
書
刊
行
会
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
。

(
)

五
来
重
編
、
名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
。

13

(
)

首
藤
善
樹
編
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

14

(
)

首
藤
善
樹
編
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
。

15

(
)

裏
紫
都
子｢

吉
野
山
蔵
王
堂
本
尊
の
秘
密

十
二
年
間
お
厨
子
は
空
だ
っ
た｣

(
『
熊
野
誌
』
第
六
五
号
、

16

二
〇
一
九
年)

。

(
)

｢

仏
像
疎
開
が
映
す
奈
良｣

(

『
奈
良
新
聞
』
二
〇
一
二
八
月
十
五
日
一
面
記
事)

・｢
阿
修
羅
像
を
戦
禍

17

か
ら
守
り
抜
い
た
、
男
と
蔵｣

(

『
な
ら
め
が
ね
』
第
一
巻
第
四
号
、
二
〇
一
六
年)

。

(
)

舟
知
任
子
氏
・
節
子
氏
の
談
に
よ
る
と
、
舟
知
家
の
当
事
者
は
戦
後
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
家
族

18

に
も
国
宝
疎
開
の
話
は
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(
)

第
一
章
七
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
昭
和
十
九
年
の
国
宝
疎
開
は
国
の
事
業
で
お
こ
な
っ
て
お
り
、｢

興

19

福
寺
日
誌｣

に
は
同
年
五
月
ま
で
、
奈
良
県
技
手
と
し
て
興
福
寺
と
折
衝
に
当
た
っ
て
い
る
人
物
に
黒
田

氏
が
見
え
る
。
彼
は
建
築
史
研
究
者
の
黒
田
昇
義
で
あ
り
、
同
年
六
月
に
軍
に
招
集
さ
れ
て
昭
和
二
十
年

二
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
市
郊
外
で
戦
死
し
た(

黒
田
昇
義
『
春
日
大
社
建
築
史
論
』
綜
芸
社
、
一

九
七
八
年
、
福
山
敏
男
に
よ
る｢

は
じ
め
に｣

参
照
。)

。
黒
田
の
奈
良
県
技
手
と
し
て
の
最
後
の
仕
事
ぶ

り
も
偲
ば
れ
て
感
慨
深
い
。
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